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K-Carrageenan is a sulfate polysaccharides extracted from red seaweed･ The aqueous solutions of

KICarrageenanS Show thermoreversible sol-gel transition in alPrOPriate conditions･ Lowering

temperature and added salts are.main factors contributing to the gelation. Ln this work the role of

cations in the gelation has been lnVeStigated utilizing the large dlHerence ofgelation abilitybetween

K'and Na'. The sol-gel transition temperatures of K-Carrageenan aqueous SOlutions were observed by

using the mixture ofNaCl and KCl as added salts･ The results were successfully summarized into the

phase diagram of the gelation temperatures on total salt concentration and the composition. It became
clewerfrom the phase diagram that K+ is essential for the gelation, which seems to play a role of

cross-linker among the double helices of K-Carr.ageenan･ The existence of the aggregates in gel was

conjirmed by means of small angle X-ray scatterlng･

研究目的
carrageenanは構造中に硫酸基を保有する電解質多糖であり､ゲル化能の違いから､大きく3種類

(I-,I(-,i-)に分類させるoそれらは､生体に無害であり､ TC-Carrageenanの水溶液がゲル化することか

ら食品､化粧品の増粘安定剤として広く用いられている｡このゲル化に関してはすでに多くの研究が

行われておりさまざまな知見がえられている｡ゲル化は､熱可逆的で､共存する金属カチオンの濃度
と種類に大きく依存する｡ KlとCa21が共存すると前者では､いわゆる強いゲルが､後者は弱いゲル

を得る｡同じ一価のカチオンでもLi+､ Na+､ Klの順にゲル化能が大きくなる違いがある.しかしな

がら､ゲル化におけるイオン種の影響の詳細は明らかになされていないoそこで､本研究では､ Naヰ

とK十にゲル化能の大きな差があることを利用して､ K十のゲル構造形成における役割を検討すること

を目的とする｡

一年間の研究内容と成果

添加塩(NaClとKCl)の混合比率を変えたカラ

ギナン水溶液を調製し､添加塩濃度とK十濃度に関す

るゲル化温度の詳細な相図を作成した(図1)｡水溶

液中に少量のNaIが存在するとゲル化に必要なK■

の量が増加した｡一方､ Na+を多く含む水溶液はよ

り少量のKIでゲル化した｡これは､ Na十には､ゲル

構造を形成を妨げる働きがある反面､ゲル化を促進

する働きもあることを示している｡この働きがNa十

の濃度に依存していることを明らかにした｡

展望
生体高分子の機能発現には､共存する金属イオン

の種類と量が大きく影響する｡しかしながら､特定
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図1. FCカラゲナン水溶液のゾルゲル転移相国.

ナトリウム塩型FCカラゲナンを用い､水溶液濃

虎はO.5wt%.

の金属イオンが機能発現を促す理由についての統一的な考え方は未だに明確とはなっていない｡我々

は,多糖類水溶液のゲル化機能について金属イオンの影響の系統立てた研究を開始し､上述のような

結果を得た｡これらは､金属イオンが生体高分子の機能発現に与える影響について､新たな視点から
の検討できる可能性を強く示唆するものである｡
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